
令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

件

単位当たりコスト　　　　（円） 35,447 45,750

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
2.暮らしやすいまち
1.みんなが住み良いまちづくり
の実現
（3）消費者生活相談窓口開設
事業

活動指標の実績(見込) 47
単
位

件 40
単
位

市町村消費者行政活性化事業
交付金　　　　　　 358千円

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800 800

増減額 224

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

多様な消費者問題に関心をもってもらうとともに、
相談員による的確な消費者情報の提供を行い、安全安
心な消費者生活を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 1,666 1,830

活動指標名 相談件数

決算額又は決算見込額 （千円） 866 1,030

その他

一般財源 896

R2予算額

使用料

国　費

県　費 358

1,254

R元
1,030

当初予算額
R元

1,030現計予算額

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　２－１－３ 防犯体制と消費者保護の強化

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）○相談日：毎週月曜日・木曜日の週2回
　　（祝祭日、年末年始除く）
○相談時間：13時～17時
○相談員：1名
○連携事業として、県消費者センターの事業を活用
し、公民館事業との連携や学校等への出前講座を調整
し、消費者教育を進める。

分担金

事業 1 本庁商工振興費

項 1 商工費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　現在の消費者を取り巻く社会経済環境は大きく変化
しており、商品・サービスの多様化に伴う消費者被害
も一層多様化・複雑化し、あらゆる世代で、誰もが消
費者被害に巻き込まれる恐れがある。これら問題に対
応するため相談窓口を設置し、安心・安全な消費生活
の実現のを目指す。

款 6 商工費

目 1 商工振興費

区分 № 区分名

2 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 消費生活相談窓口開設事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-1-1>

Ａ

相談件数 (人)
内　容 H25 H26 H27 H28 H29 H30

店舗販売 26 8 11 11 21 17
訪問販売 7 8 2 9 4 4
通信販売 11 13 5 10 16 13
マルチ商法 0 0 0 0 1 0
電話勧誘 2 2 1 3 1 3
その他無店舗 2 0 1 2 0 1
不明 9 1 2 1 8 9

合　計 57 32 22 36 51 47
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年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-1-1>

2 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 「ウッピー商品券」発行事業

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　定住促進奨励金制度、宇陀市産木材利用促進助成制
度、出産祝い金支給事業、ウェルネス事業、ぴかぴか
1年生応援事業、トリプルチルドレン応援事業等に対
し、市内事業者にのみ有効な宇陀市内流通商品券を発
行し、市内における購買活動の増進、内需振興を図
る。

款 6 商工費

目 1 商工振興費

区分 № 区分名

事業 1 本庁商工振興費

項 1 商工費

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－４－１ 商店街の活性化支援

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）市内流通商品券発行予定数：37,948枚
（18,974,000円分）
委託先：宇陀商工会 分担金

その他

一般財源 2,240

R2予算額

使用料

国　費

県　費

2,240

R元
2,250

当初予算額
R元

2,250現計予算額

市　債

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800 800

増減額 ▲ 10

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

ウッピー商品券の利用により、市民の市内消費が促
進され、市内経済の活性化が期待される。

総事業費：人件費含む （千円） 3,000 3,050

活動指標名 発行人数

決算額又は決算見込額 （千円） 2,200 2,250

人

単位当たりコスト　　　　（円） 2,695 2,773

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
4.商工業の再生・活性化
（1）「ウッピー商品券」の発
行

活動指標の実績(見込) 1,113
単
位

人 1,100
単
位

Ａ

項　目 金額
商品券等印刷費 1,030
郵送料 48
事務費 947
雑　費 215

合　計 2,240

（単位：千円）

（単位：円）
年度 使用状況 （平成30年12月末現在） 換金期限

発行金額 18,914,000
換金率 18,617,000
発行金額 18,949,000
換金率 18,718,500
発行金額 18,092,000
換金率 17,954,000
発行金額 18,385,000
換金率 18,234,000

26 98.43% H27.12.31

27 98.78% H28.12.31

29 99.18% H30.12.31

28 99.24% H29.12.31
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社

単位当たりコスト　　　　（円） 117,395 126,400

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
4.商工業の再生・活性化
（4）中小企業資金融資保証事
業

活動指標の実績(見込) 38
単
位

社 35
単
位

従事職員数【人工】 0.30 0.30

人件費 （人工×8,000千円） 2,400 2,400

増減額 438

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

○融資枠：200,000,000円
○保証料補給金：保証料の70％を補給
○利子補給金：融資利率の1％を補給

中小企業の事業経営に必要な運転資金や設備資金の
融資を信用保証協会が公的な保証人となることで、借
入れが容易になり、また市が融資保証料の利子の一部
を補給することで、資金調達の円滑化、企業の合理化
及び安定運営が図られる。

総事業費：人件費含む （千円） 4,461 4,424

活動指標名 融資社数

決算額又は決算見込額 （千円） 2,061 2,024

その他

一般財源 6,179

R2予算額

使用料

国　費

県　費

6,179

R元
5,741

当初予算額
R元

5,741現計予算額

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－４－２ 地元事業所活動の促進・支援

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金

事業 1 本庁商工振興費

項 1 商工費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　市内の中小企業者を対象に、事業経営に必要な運転
資金や設備資金の融資を、奈良県信用保証協会と金融
機関の協力を得て行い、資金調達の円滑化、企業の合
理化及び本市中小企業の振興発展を図る。

款 6 商工費

目 1 商工振興費

区分 № 区分名

2 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 中小企業資金融資保証事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-1-1>

Ａ

金　額
役　　務　　費 29

3,000
28年度分 9
29年度分 151
30年度分 477
 1年度分 1,443
 2年度分 1,070

6,179

(単位：千円)
項　目

利子補給

補
給
金

合　計

保証金補給
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人

単位当たりコスト　　　　（円） 2 1

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
5.観光戦略の推進
（2）観光施設、観光資源の整
備

活動指標の実績(見込) 1,417,494
単
位

人 1,420,000
単
位

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800 800

増減額 ▲ 864

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

風雨による被害を受けている観光資源を修復し、安
定化を図ることにより、観光客等の集客及び安全を目
指す。

総事業費：人件費含む （千円） 2,443 2,064

活動指標名 観光客数

決算額又は決算見込額 （千円） 1,643 1,264

その他

一般財源 400

R2予算額

使用料

国　費

県　費

400

R元
1,264

当初予算額
R元

1,264現計予算額

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－５－２ 地域資源を活かした観光・交流の創出

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）○観光歩道修繕
・観光自然歩道等の修繕等　400千円

分担金

事業 1 本庁観光費

項 1 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　風雨により荒らされた東海自然歩道等を修繕し、利
用者の安全を図る。 款 6 商工費

目 2 観光費

区分 № 区分名

2 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 観光資源保全事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-1>

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

人

単位当たりコスト　　　　（円） 5

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
5.観光戦略の推進
（2）観光施設、観光資源の整
備

活動指標の実績(見込)
単
位

1,420,000
単
位

ふるさと応援基金繰入金
　　　　　　21,968千円

従事職員数【人工】 0.20

人件費 （人工×8,000千円） 1,600

増減額 21,968

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

駐車場の整備を行い、観光客が安全に龍王ヶ渕を訪
れ滞在できる受け入れ環境の整備を行い観光客の増加
を目指す。

総事業費：人件費含む （千円） 7,052

活動指標名 観光客数

決算額又は決算見込額 （千円） 5,452

その他 21,968

一般財源

R2予算額

使用料

国　費

県　費

21,968

R元

当初予算額
R元

5,452現計予算額

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－５－２ 地域資源を活かした観光・交流の創出

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）不動産鑑定委託料　　 　450千円
工事請負費　　　　　19,050千円
土地購入費　　　　　 2,468千円
　合計　　　　　　　21,968千円

分担金

事業 1 本庁観光費

項 1 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

宇陀市の秘境スポットとして、龍王ヶ渕、青葉の滝、室
生湖等が関西ウォーカーやじゃらん等の情報誌に掲載され
たり、SNS上でも人気スポットとなって観光客が増加してい
る。特に龍王ヶ渕は「無風の時には、池の水面が鏡張りの
ようになり、木々を映し出す美しい光景が広がる中、歩道
を歩いて池を1周できる。」と様々な媒体で紹介されてい
る。貴重な地域資源を活かした観光を創出、地域の活性化
を図るため、必要な周辺整備を行い、観光客を受け入れる
ための整備を行う。

款 6 商工費

目 2 観光費

区分 № 区分名

2 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 龍王ヶ渕環境整備事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-1>

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-1>

2 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 ワールドメイプルパーク指定管理委託事業

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　ワールドメイプルパークはカエデを中心とした公園
であり、カエデの生育管理の専門技術者がいるNPO法
人に指定管理し、自然体験や学習、観光施設など幅広
く関連させ、地域の活性化を図る。

款 6 商工費

目 2 観光費

区分 № 区分名

事業 1 本庁観光費

項 1 商工費

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－５－２ 地域資源を活かした観光・交流の創出

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）○指定管理者：NPO法人宇陀カエデの郷づくり
○指定管理期間：平成30年4月1日～平成35年3月31日
○管理施設：宇陀市菟田野古市場135
　　　　　　ワールドメイプルパーク
○管理内容：施設の管理及び運営、設備の維持管理、
　　　　　　カエデ等の樹木・種子の育成管理、
　　　　　　施設の利活用向上
○指定管理料：3,800千円／年（5年間）
　

分担金

その他

一般財源

R2予算額

使用料

国　費

県　費

3,800

R元
3,800

当初予算額
R元

3,800現計予算額

市　債 3,800

過疎対策事業債　　3,800千円

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800 800

増減額

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

平成25年4月に開園したワールドメイプルパークの
施設管理運営、カエデの樹木・種子の育成管理、施設
の利活用向上を、カエデの育成管理の専門技術者がい
る「NPO法人宇陀カエデの郷づくり」に指定管理する
ことで、カエデの観察、育苗などの自然体験を通し地
域への流入人口の増加が図られた。

●平成30年度来園者数　43,033人

総事業費：人件費含む （千円） 4,600 4,600

活動指標名 来園者数

決算額又は決算見込額 （千円） 3,800 3,800

人

単位当たりコスト　　　　（円） 107 107

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
5.観光戦略の推進
（3）ワールドメイプルパーク
の指定管理

活動指標の実績(見込) 43,033
単
位

人 43,000
単
位

Ａ
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泊

単位当たりコスト　　　　（円） 1,882

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
5.観光戦略の推進
（7）飛鳥ニューツーリズム
（広域観光連携事業）負担金

活動指標の実績(見込)
単
位

850
単
位

従事職員数【人工】 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800

増減額

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

奈良県や全国において先進的に活躍する飛鳥ニュー
ツーリズム等と連携協働を行い、宇陀市における民泊
事業推進の骨格を築く。

総事業費：人件費含む （千円） 1,600

活動指標名 受入実績（泊数）

決算額又は決算見込額 （千円） 800

その他

一般財源 800

R2予算額

使用料

国　費

県　費

800

R元
800

当初予算額
R元

800現計予算額

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－５－３ 観光誘客の活性化

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）宇陀市負担金　800千円

分担金

事業 1 本庁観光費

項 1 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　近年全国的に注目されている民泊は、滞在型観光に
おける一つの大きな要素である。大型の一軒家が多い
宇陀市において多くの潜在能力が潜んでいると考えら
れることから調査等を行い、先進的な活動による実績
を上げている飛鳥ニューツーリズムと協働し、宿泊お
よび民家ステイ等の滞在型観光による誘客を行う。

款 6 商工費

目 2 観光費

区分 № 区分名

2 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 飛鳥ニューツーリズム（広域観光連携事業）負担金

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-1>

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

人

単位当たりコスト　　　　（円） 2 2

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
5.観光戦略の推進
（8）大和高原（東吉野）観光
振興協議会との連携

活動指標の実績(見込) 1,417,494
単
位

人 1,420,000
単
位

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円） 1,600 1,600

増減額

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

奈良県東部地域の美しい自然や豊富な歴史資源など
を活用し、周遊型観光地としての魅力を高めることに
よって、自動車での周遊観光の促進による地域の活性
化や滞在時間の増加が図られる。

また、大和高原ブランド計画に基づき、地域の発
信、大和高原の四季折々のイベント醸成、温泉ブラン
ド強化等の観光戦略を展開していく。

総事業費：人件費含む （千円） 3,094 3,100

活動指標名 観光客数

決算額又は決算見込額 （千円） 1,494 1,500

その他

一般財源 1,500

R2予算額

使用料

国　費

県　費

1,500

R元
1,500

当初予算額
R元

1,500現計予算額

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－５－３ 観光誘客の活性化

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）大和高原（東吉野）観光振興協議会加入団体
　宇陀市・山添村・曽爾村・御杖村・東吉野村
協議会事業費　　　2,250,000円
　負担金額の算出　 人口割80％、均等割20％
事業概要
　・パンフレット作成
　・大和高原産業フェアの開催（大和高原軽トラ市等）
　・観光雑誌「じゃらん」挟み込みパンフレットの作成
　・各種イベント及び観光キャンペーンへの参加
　・ワークショップの開催

分担金

事業 1 本庁観光費

項 1 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　平成24年10月に奈良県東部振興計画が策定され、観
光資源の有機的連携と周遊観光ネットワークの形成の
ため、「大和高原（東吉野）観光振興協議会」を設置
し、観光客の来訪増加と地域の活性化を図ることを目
的とする。

款 6 商工費

目 2 観光費

区分 № 区分名

2 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 大和高原（東吉野）観光振興協議会負担金

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-1>

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

人

単位当たりコスト　　　　（円） 1 1

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
5.観光戦略の推進
（9）中南和広域観光協議会と
の連携

活動指標の実績(見込) 1,417,494
単
位

人 1,420,000
単
位

従事職員数【人工】 0.10 0.10

人件費 （人工×8,000千円） 800 800

増減額

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

県中南和地域が一体的に、北部に集中しがちな観光
客を南部東部地域に誘客することにより、観光客を増
加させ地域の活性化を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 831 920

活動指標名 観光客数

決算額又は決算見込額 （千円） 31 120

その他

一般財源 120

R2予算額

使用料

国　費

県　費

120

R元
120

当初予算額
R元

120現計予算額

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－５－３ 観光誘客の活性化

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）中南和広域観光協議会参加自治体
　宇陀市・大和高田市・天理市・橿原市・桜井市・
　五條市・御所市･葛城市・川西町･三宅町・
　田原本町・高取町・明日香村・吉野町・大淀町・
　下市町
宇陀市負担金　120千円
[事業概要]
インバウンド観光客を南部東部地域へ誘客するための
プロモーション商談会の実施

分担金

事業 1 本庁観光費

項 1 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　中南和地域の自治体により構成する中南和広域観光
協議会を設置し、優れた観光資源が数多く存在する奈
良県中南和地域の一体的な観光振興、観光事業展開を
促進する。

款 6 商工費

目 2 観光費

区分 № 区分名

2 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 中南和観光協議会負担金事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-1>

Ａ

-228-



令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-1>

2 一般会計

事業
区分

新規
事業
名 松阪市・東吉野・宇陀市観光交流連携協議会負担金

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

款 6 商工費

目 2 観光費

区分 № 区分名

事業 1 本庁観光費

項 1 商工費

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

観光パンフレットの作成、観光PRキャンペーン参加
等、道の駅の連携により、観光客の誘客増加を目指
す。

総事業費：人件費含む （千円）

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－５－３ 観光誘客の活性化

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）松阪市・東吉野・宇陀市　3団体
市村負担金　　450,000円（150,000円×3市村）
宇陀市負担金　150,000円
[事業概要]
パンフレット作成・観光PR・各種イベント参加

分担金

使用料

国　費

県　費

活動指標名

決算額又は決算見込額 （千円）

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込）

その他

一般財源 150

R2予算額

R元

現計予算額

150

R元

当初予算額

市　債

特定財源の状況

道の駅「飯高駅、茶倉駅」、小さな道の駅「ひよし
のさと」、道の駅「大宇陀」を中心として、周遊観光
ネットワークの形成を強化するため、平成31年4月連
携協定を結びそれぞれの地域活性化を行う。

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
5.観光戦略の推進
（10）松阪市・東吉野村・宇陀
市観光交流連携負担金

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

増減額 150

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-101>

2 一般会計

事業
区分

継続
事業
名

大和高原スポーツツーリズム推進プロジェクト
【全国還暦野球大会推進事業】

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

【還暦野球のまちの推進】
　還暦軟式野球大会等を主催、誘致することで観光庁が推し進
めている団体誘致（MICE）のスポーツMICE誘致を活性化させる
ことにより、宇陀市のブランド力を確立し、広く全国に知って
もらう機会を作るとともに従来の観光にプラスαの新しい魅力
を加え、交流人口の拡大や地域経済への波及効果の拡大を目指
す。スポーツと観光を組み合わせることで新たな旅の魅力の創
出を目指す。また、高齢になってもスポーツを行うことによる
住民の健康の保持、生きがいの意識の高揚を図る。

款 6 商工費

目 2 観光費

区分 № 区分名

事業 101
本庁観光費(大和高原スポー
ツツーリズム推進事業)

項 1 商工費

根拠条例等

総合計画 基本計画　４－４－１ スポーツ活動の支援・充実

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）令和元年度
○宇陀市長杯大会ほか全4大会予定
〇ほっともっとフィールド神戸球場等で象徴的な大会
を行うことにより、全国にPRし、宇陀市のブランド力
を向上させ、宇陀市を訪れる人を増やす。

分担金

その他

一般財源 3,104

R2予算額

使用料

国　費

県　費

3,104

R元
3,578

当初予算額
R元

3,578現計予算額

市　債

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円） 8,000 8,000

増減額 ▲ 474

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

７年間の継続により、「還暦野球のまち うだ」の
知名度が上がっているとともに、宇陀市ファンが確実
に定着して、多くの市外・県外在住者がリピーターと
なっている。大会の出場者、応援者、官学連携による
学生スタッフの市内消費も図られている。また、NHK
や報道ステショーン等による全国放送や産経新聞や朝
日新聞による報道により、宇陀市を全国にPRできてい
る。令和２年度は、ワールドマスターズゲームズとい
う世界的なスポーツ大会において協働し、還暦野球大
会をオープン競技として宇陀市と近隣地域で開催し、
全60チームを外国や、国内から誘致し、スポーツツー
リズムによる地域活性化の最大級のイベントとする。

総事業費：人件費含む （千円） 13,282 11,578

活動指標名 交流人口

決算額又は決算見込額 （千円） 5,282 3,578

人

単位当たりコスト　　　　（円） 2,455 2,316

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
4.生涯輝くまち
4.スポーツ・芸術・文化の振興
（1）大和高原スポーツツーリ
ズム推進プロジェクト

活動指標の実績(見込) 5,410
単
位

人 5,000
単
位

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

人

単位当たりコスト　　　　（円） 883 724

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
4.生涯輝くまち
4.スポーツ・芸術・文化の振興
（1）大和高原スポーツツーリ
ズム推進プロジェクト

活動指標の実績(見込) 4,303
単
位

人 4,200
単
位

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円） 1,600 1,600

増減額 122

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

第43回全日本学生軟式野球選手権大会開催による
500人規模の若者（大学生）を誘致。大会の出場者、
応援者、官学連携による学生スタッフの市内消費が図
られている。また、選手権大会を逃した大学を対象と
した宇陀市長杯インカレ大学軟式野球全国大会開催の
定着による宇陀市の知名度の向上が図られている。
　
●宇陀市長杯出場大学
H30年度　青山学院大学、明治学院大学、東洋大学ほか
H31年度　國學院大学、慶應義塾大学、九州共立大学ほか
R元年度　慶應義塾大学、國學院大学、東洋大学ほか

総事業費：人件費含む （千円） 3,800 3,039

活動指標名 交流人口

決算額又は決算見込額 （千円） 2,200 1,439

その他

一般財源 1,561

R2予算額

使用料

国　費

県　費

1,561

R元
1,439

当初予算額
R元

1,439現計予算額

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　４－４－１ スポーツ活動の支援・充実

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）○第43回全日本学生軟式野球選手権大会
〇宇陀市長杯第4回インカレ大学軟式野球全国大会

分担金

事業 101
本庁観光費(大和高原スポー
ツツーリズム推進事業)

項 1 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　大学生軟式野球大会等を誘致することで交流人口の
増加による市の活性化を図る。リピート率が高いとさ
れる若者に全国から訪れてもらうことによるリピー
ターの増加を目指す。

款 6 商工費

目 2 観光費

区分 № 区分名

2 一般会計

事業
区分

継続
事業
名

大和高原スポーツツーリズム推進プロジェクト
【大学軟式野球推進事業】

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-101>

Ａ
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令和 年度当初予算（案）　事業別シート 宇陀市

　

　　

　

　

　

　
　

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-101>

2 一般会計

事業
区分

新規
事業
名

大和高原スポーツツーリズム推進プロジェクト
【ワールドマスターズゲームズ2021関西（還暦野球競技）】

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　ワールドマスターズゲームズは、国際マスターズゲーム
ズ協会が主宰する生涯スポーツの国際大会であり、4年ごと
にオリンピックの翌年に開催され、おおむね30歳以上のス
ポーツ愛好家であれば誰でも参加できる。
　2021年5月14日から30日の17日間、日本で初めて関西地域
で全35競技59種目で開催され、そのオープン競技として還
暦野球競技を宇陀市を中心に大和高原地域（曽爾村、御杖
村、山添村、東吉野）で行い、交流人口の増加、インバウ
ンド観光等、観光振興を図る。

款 6 商工費

目 2 観光費

区分 № 区分名

事業 101
本庁観光費(大和高原スポー
ツツーリズム推進事業)

項 1 商工費

根拠条例等

総合計画 基本計画　４－４－１ スポーツ活動の支援・充実

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）奈良県ワールドマスターズゲームズ2021関西（公開競
技）還暦野球実行委員会負担金　5,400千円

分担金

その他

一般財源 5,400

R2予算額

使用料

国　費

県　費

5,400

R元

当初予算額
R元

現計予算額

市　債

従事職員数【人工】

人件費 （人工×8,000千円）

増減額 5,400

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

〇主催　奈良県ワールドマスターズゲームズ2021関西
　　　　（公開競技）還暦野球実行委員会
　　　　【事務局：宇陀市】
〇会期　2021年3月19日(金)～3月26日(金)
〇会場　宇陀市総合運動場・榛原運動場(宇陀市)、
　　　　曽爾村健民運動場(曽爾村)、
　　　　御杖村民グラウンド(御杖村)、
　　　　山添村総合スポーツセンター(山添村)、
　　　　東吉野村運動公園(東吉野村)、
　　　　佐藤薬品スタジアム(橿原市)ほか
　　　　なお、練習会場は宇陀市営球場
〇参加　60チーム　1,800人

総事業費：人件費含む （千円）

活動指標名

決算額又は決算見込額 （千円）

単位当たりコスト　　　　（円）

活動指標の算式

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
4.生涯輝くまち
4.スポーツ・芸術・文化の振興
（1）大和高原スポーツツーリ
ズム推進プロジェクト

活動指標の実績(見込)
単
位

単
位

Ａ
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年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-102>

2 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 観光誘致促進事業

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　宇陀市への観光客を増やすため、観光案内所での観
光客受入体制を整えるとともに、バスによる団体旅行
を誘致する施策を行う。
　また、記紀万葉の編まれた時代から長い歴史を今に
伝える宇陀をPRする記紀万葉推進事業を行い、観光客
の誘客を図り観光客数及び交流人口を増やす。

款 6 商工費

目 2 観光費

区分 № 区分名

事業 102
本庁観光費(観光誘致
促進事業)

項 1 商工費

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－５－３ 観光誘客の活性化

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金

その他

一般財源 9,776

R2予算額

使用料

国　費

県　費

9,776

R元
8,608

当初予算額
R元

8,608現計予算額

市　債

従事職員数【人工】 1.00 1.00

人件費 （人工×8,000千円） 8,000 8,000

増減額 1,168

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

　以下の施策により観光客の増加を目指す。

①団体旅行を実施する事業者に助成を行うことによる
　観光客の増加、市内消費の増加。

②記紀万葉推進事業においては、引き続き神武東征、
　女性を主役とした企画のほか、日本遺産関連ｲﾍﾞﾝﾄ
　を行いPR活動を行う。また、近年の刀剣ﾌﾞｰﾑの中
　で、「天国の井戸」（菟田野）が全国的に注目さ
　れている。日本最初の刀工といわれた天国やその
　刀剣「こがらす丸」を中心にしたｲﾍﾞﾝﾄによりPR
　し、ﾆｭｰｺﾝﾃﾝﾂとして活性化を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 14,902 15,000

活動指標名 観光客数

決算額又は決算見込額 （千円） 6,902 7,000

人

単位当たりコスト　　　　（円） 11 11

活動指標の算式 －

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
5.観光戦略の推進
（5）観光誘致促進事業

活動指標の実績(見込) 1,417,494
単
位

人 1,420,000
単
位

Ａ

団体旅行誘致事業 2,680
観光客誘客案内事業 5,535
記紀万葉推進事業 614
刀剣イベント事業 847
「神武東遷」日本遺産推進協議会負担金 100

合　計 9,776

（単位：千円）
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人

単位当たりコスト　　　　（円） 5 6

活動指標の算式 ―

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
5.観光戦略の推進
（6）東宇陀・名張圏域におけ
る広域連携観光事業

活動指標の実績(見込) 1,417,494
単
位

人 1,420,000
単
位

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円） 1,600 1,600

増減額 ▲ 6,000

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

令和元年度までは、圏域観光ビジョン計画を作成し
たり、基本的な圏域の観光データの収集や各国の旅行
会社へのセールスなど、圏域観光のプラットフォーム
の形成を行った。

令和2年度からは、そのプラットフォームを活か
し、継続的に外国人観光客が訪れてくれるような地域
になるよう、既存観光資源のブラッシュアップや
ニューコンテンツの造成を行う。

総事業費：人件費含む （千円） 7,180 8,600

活動指標名 観光客数

決算額又は決算見込額 （千円） 5,580 7,000

その他

一般財源 1,000

R2予算額

使用料

国　費

県　費

1,000

R元
7,000

当初予算額
R元

7,000現計予算額

市　債

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－５－３ 観光誘客の活性化

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）インバウンド観光を主とした観光商品の開発、国別
へ直接的な誘致活動を行う。

さらに、観光資源のブラッシュアップやニューコン
テンツの造成を行う。

分担金

事業 103
本庁観光費(広域連携
観光事業)

項 1 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　宇陀を含む東奈良、名張地域における観光事業につ
いて広域で連携して観光資源の発掘、調査活用を行
う。
　特にインバウンド観光に力をいれるなど観光振興を
図る。2025年に開催される大阪・関西万博に向けて日
本に多くの外国が訪れる機会が増えていく中、関連6
地域を1つのエリアとして魅力を創造・発信してい
く。

款 6 商工費

目 2 観光費

区分 № 区分名

2 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 東奈良・名張地域による広域連携観光事業

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-103>

Ａ
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▲ 373

4,027

R2予算額 4,027

R元

R元
4,400

特定財源の状況事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込）

使用料

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

○観光地のブラッシュアップによる活性化による観光
客数の増加
○夜間イベント等による消費拡大、宿泊者の増加
○観光施設誘客事業による地域ブランドの確立

総事業費：人件費含む （千円） 4,470 4,480

現計予算額

増減額

人件費 （人工×8,000千円）

従事職員数【人工】

分担金

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-104>

宇陀四季彩推進事業

基本計画　３－５－２ 地域資源を活かした観光・交流の創出

根拠条例等

総合計画

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

2 一般会計

観光課

事業の目的

　全国的にも知名度がある室生寺を中心に観光資源と
自然環境を活かし、花の植栽や保護による将来を見据
えた彩り美しい宇陀の観光地を形成する。また、ライ
トアップイベント等と環境を活かした事業展開を行う
ことにより、地域の活性化、夜間の消費拡大、宿泊の
促進を図る。

款 6 商工費

目 2 観光費

項 1 商工費

事業
区分

継続
事業
名

所管課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

区分 № 区分名

4,400
当初予算額

事業 104
本庁観光費(宇陀四季
彩推進事業)

国　費

県　費

市　債

その他

一般財源

単位当たりコスト　　　　（円） 3 3

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
5.観光戦略の推進
（1）宇陀四季彩推進事業

80

活動指標名

活動指標の実績(見込) 人

80

観光客数

活動指標の算式 ―

1,417,494
単
位

人 1,420,000
単
位

決算額又は決算見込額 （千円） 4,390 4,400

0.01 0.01

Ａ

（単位：千円）
項　目 金額

観光地活性化事業 室生寺ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ・門前活性化ｲﾍﾞﾝﾄ 3,880

観光ﾂｰﾙ造成費 ﾓﾆﾀｰﾂｱｰｲﾍﾞﾝﾄ作成 135

旅行商品ｾｰﾙｽ旅費・通信費 12

合　計 4,027
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年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-2-105>

2 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 室生口大野駅「おもてなしステーション」

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　室生口大野駅運営管理体制再構築により観光案内機
能が失われ、室生寺の玄関口でもある窓口として、観
光客へのＰＲ・交通面や宿泊・食堂等の案内等、ま
た、地域活性化のための発信地として多くの観光地の
紹介をしていく上で、案内所の果たす役割は重要であ
る。地域のイメージアップに大きく貢献し、観光客の
方を呼び込める地域での観光地域づくりを図る。

款 6 商工費

目 2 観光費

区分 № 区分名

事業 105
本庁観光費（おもてな
しステーション事業）

項 1 商工費

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－５－３ 観光誘客の活性化

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）

分担金

その他

一般財源 1,558

R2予算額

使用料

国　費

県　費

1,558

R元
2,159

当初予算額
R元

2,159現計予算額

市　債

従事職員数【人工】 0.20 0.20

人件費 （人工×8,000千円） 1,600 1,600

増減額 ▲ 601

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

総事業費：人件費含む （千円） 3,585 3,759

活動指標名 利用者数

決算額又は決算見込額 （千円） 1,985 2,159

人

単位当たりコスト　　　　（円） 215 170

活動指標の算式 ―

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
5.観光戦略の推進
(4)室生口大野駅「おもてなし
ステーション」事業

活動指標の実績(見込) 16,700
単
位

人 22,152
単
位

Ａ

月 介助等 観光 委託料（円） 賃借料（円） 電気代（円） 電話代（円）

4 122 2,921 198,000 8,400 802 2,285

5 70 2,138 204,600 8,400 701 2,458

6 55 1,271 198,000 8,400 658 1,896

7 19 606 102,300 8,400 1,027 1,831

8 16 733 102,300 8,400 1,666 1,853

9 65 836 184,800 8,400 1,281 2,350

10 79 1,659 184,800 8,400 731 3,041

11 183 2,709 204,600 8,400 665 2,825

12 49 906 105,600 8,400 927 1,939

1 15 480 92,400 8,400 1,288 1,874

2 55 718 92,400 8,400 1,320 1,810

3 66 1,723 168,300 8,400 918 1,939

計 794 16,700 1,838,100 100,800 11,984 26,101

平成３０年度「おもてなしステーション」実績

金額（千円）

6

14

通信運搬費 27

手数料 2

委託料 1,408

使用料及び賃借料 101

1,558

令和２年度 おもてなしステーション予算積算概要

光熱水費

計

項　　　目

消耗品費
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人

単位当たりコスト　　　　（円） 6,943 9,056

活動指標の算式 ―

備考

〈予算案重点事業〉
【重点事業】
3.活力あるまち
4.商工業の再生・活性化
（5）毛皮革振興協議会負担金

活動指標の実績(見込) 1,344
単
位

人 1,026
単
位

過疎対策事業債　　2,400千円

従事職員数【人工】 0.50 0.50

人件費 （人工×8,000千円） 4,000 4,000

増減額

事 業 の コ ス ト 平成30年度(実績) 令和元年度（見込） 特定財源の状況

事業の
目標・成果
（これまでの成
果,今後の見通

し）

地場産業である毛皮革製品を「毛皮革フェア事業」
や「毛皮革ファッションフェア事業」により、市内外
にPRをすることで、地場産業の育成、振興を図るとと
もに、魅力ある商品の開発や販路拡大を図る。

総事業費：人件費含む （千円） 9,332 9,291

活動指標名 毛皮革関連イベント入場者数

決算額又は決算見込額 （千円） 5,332 5,291

その他

一般財源

R2予算額

使用料

国　費

県　費

2,400

R元
2,400

当初予算額
R元

5,291現計予算額

市　債 2,400

根拠条例等

総合計画 基本計画　３－４－２ 地元事業所活動の促進・支援

R2年度事業の
概要

財源の内訳　（単位：千円）宇陀市菟田野産業振興協議会の事業概要
○宇陀市菟田野毛皮革フェア事業
　総事業費　5,000,000円　市負担金 1,370,000円
○宇陀市菟田野毛皮革ファッションフェア事業
　総事業費　1,600,000円　市負担金　 730,000円
○新商品開発事業負担金　　　　　　　300,000円
●市負担金合計　　　　　　　　　　2,400,000円

分担金

事業 40 産業振興センター費

項 1 商工費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業の目的

　奈良県毛皮革協同組合連合会、奈良県毛皮革工場団
地協同組合、大和毛皮革産業協同組合と連携しながら
「宇陀市菟田野毛皮革産業振興協議会」を設立し、地
場産業である毛皮革産業の育成と振興、魅力ある商品
の開発、販路拡大を図る。

款 6 商工費

目 4 産業振興センター費

区分 № 区分名

2 一般会計

事業
区分

継続
事業
名 毛皮革産業振興協議会負担金

年度 会計 区分
<2020> <1> <6-1-4-40>

Ａ
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